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凝集した粘土フロックについて水中で固体制斗濃度と界面沈降速度との関係を調べた結果，

フロックの界面沈降現象が極めて特異的・ソフト粒子的であることが判明した即ち，フロッ

クの有効体積濃度が25"-'300/0になると，極めて遅い緩速沈降が現れ，その沈防車度が容器の内

径に依存したが，これはネットワークが形成され屋面摩擦が生じた結果である.しかし，沈降

が進むとこのネットワークは破壊され，沈降速度が急増した. しかも，この急速沈降速度は，

フロックの沈降体積から求めた有効体積を用いると，固体粒子と同じ濃度依存性を示した.さ

らに，フロック粒子が自己相似構造を持っとして沈降速度式を修正すると，有効体積濃度が

30%近くの時に最大速度をとることが示された(固体濃度一定の時).これを利用してフラク

タル次元が 2.38と算定された.さらに，有効体積濃度が 30数%を超えると，管状の鉛直流路

が現れ，沈降速度が劇的に増大した.鉛直流路の発生は，車云倒撹枠時の気泡混入と気泡上昇に

起因するが，圧密により発生した水の大部分が鉛直流路を流れ界面上方へ排出された.又，鉛

直流路内の流量は粘性流の式から算定された最大流量よりも過大となり，流路壁での透水性効

果が非常に重要であることが判明した.

1. In位。duction

Seclimen句.tionbehaviors of soft particles such as t1∞S紅 eve巧， complicated and precise 

conωn仕ationdependency of settling ve11ωity is not known yet. In this study，∞ncentration 

effects on seclimentation are shown伽 therapid settling due ωthe vertical flow channels 

formed by pre-bubbling. 

2. Resul臼

At high concen仕組ons，lo臼 ofvertical flow channels were formed in the secliment {Phoω) 

and settling ve10city increased tremendous1y. The measured flow rate through a channe1 

was ∞mpared withthe computed maximum flow rate line (Figよ
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Dotsおout1etsof channels， 

(Photo) Vertical flow channe1 
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